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平
成
18
年
度
一
般
会
計
決
算
賛
否
討
論

委
員　

平
成
18
年
度
の
一

般
会
計
全
体
の
不
納
欠
損

額
は
、
２
億
７
４
５
３
万

１
千
円
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
こ
数
年
の
不
納
欠
損
額

の
推
移
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
税
の
不
納
欠

損
額
、
２
億
６
６
３
０
万

１
千
円
は
、
17
年
度
に
比

べ
て
増
え
て
い
る
印
象
を

受
け
る
が
、
増
加
の
原
因

を
聞
き
た
い
。

財
務
部
参
事　

全
体
の
不
納
欠
損
額
の
推

移
は
、
15
年
度
が
４
億
２
４
６
万
９
千
円
、

16
年
度
が
２
億
１
５
０
８
万
９
千
円
、
17

年
度
が
２
億
８
５
８
万
４
千
円
と
な
っ
て

い
る
。

納
税
課
長　

市
税
の
不
納
欠
損
額
は
、
17

年
度
と
比
較
し
て
５
８
８
２
万
円
、
率
に

し
て
28
・
３
％
増
え
て
い
る
。
主
な
原
因

は
、
生
活
困
窮
及
び
本
人
死
亡
を
理
由
と

し
た
不
納
欠
損
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。

保
育
料
の
滞
納

　

そ

の

推

移

は

府
中
市
議
会
市
政
会

　

平
成
18
年
度
予
算
は
、﹁
未
来
へ

つ
な
げ
る　

う
る
お
い　

あ
ん
ぜ
ん

ぬ
く
も
り
予
算
﹂
と
名
付
け
、
新
規

38
事
業
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
25
事
業
を

実
施
し
、
既
存
の
事
業
経
費
を
精
査

し
、
歳
出
削
減
に
努
め
た
。

　

歳
入
で
は
、
景
気
回
復
や
税
制

改
正
を
受
け
、
市
税
は
増
収
と
な

り
、
三
位
一
体
改
革
の
推
進
に
伴
い
、

国
庫
支
出
金
が
減
じ
ら
れ
る
一
方
で
、

代
替
財
源
の
所
得
譲
与
税
は
増
額
と

な
っ
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
86
・
３
％
と

90
％
を
下
回
り
、
健
全
な
財
政
を
維

持
す
る
取
組
の
成
果
が
見
ら
れ
る
。

　

不
納
欠
損
、
収
入
未
済
に
つ
い
て

は
、
収
納
率
を
上
げ
る
よ
う
引
き
続

き
研
究
を
重
ね
て
も
ら
い
た
い
。

　

歳
出
で
は
、﹁
心
ふ
れ
あ
う　

緑

委
員　

府
中
市
美
術
館
に
お
け
る

１
日
当
た
り
の
市
民
の
入
場
者
数

を
知
り
た
い
。

　

ま
た
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

広
く
市
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と

は
あ
る
か
。

美
術
館
副
館
長　

１
日
当
た
り
の

市
民
の
利
用
人
数
は
、
入
館
時
に

市
民
ま
た
は
市
外
の
人
で
あ
る
か

を
確
認
す
る
よ
う
な
統
計
を
と
っ

て
い
な
い
た
め
、
把
握
し
て
い
な

い
が
、
平
成
16
年
度
に
利
用
者
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
際

に
は
、
市
民
の
利
用
者
が
27
・
５

委
員　

は
つ
ら
つ

高
齢
者
就
業
機
会

創
出
支
援
事
業
は
、

55
歳
以
上
の
方
の

就
業
支
援
を
目
的

に
、
求
職
者
へ
の

職
業
紹
介
や
企
業

の
求
人
登
録
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
再
就

職
先
等
が
少
な
い
中
、
高
齢
者
の

安
心
に
も
つ
な
が
る
事
業
だ
と
思

う
。

　

そ
こ
で
、
同
事
業
の
平
成
18
年

度
実
績
と
、
実
施
し
て
か
ら
の
累

計
を
聞
き
た
い
。

住
宅
勤
労
課
長　

18
年
度
実
績

は
、
求
職
登
録
者
数
１
０
８
３

人
、
求
職
者
数
延
べ
３
１
５
１
人
、

就
職
し
た
人
数
は
、
２
４
８
人
で

そ
の
内
、
市
内
に
就
職
し
た
人
数

は
、
１
９
８
人
で
あ
る
。

　

16
年
か
ら
の
累
計
は
、
求
職
者

数
延
べ
１
万
０
８
６
５
人
、
就
職

し
た
人
数
は
７
４
３
人
で
あ
る
。

委
員　

市
立
保
育
所
保
育
料
の
平
成
16
年

度
か
ら
18
年
度
ま
で
の
滞
納
額
と
、
本
来

徴
収
す
べ
き
保
育
料
に
占
め
る
割
合
を
知

り
た
い
。

　

ま
た
、
滞
納
理
由
の
傾
向
と
悪
質
な
事

例
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

保
育
課
長　

滞
納
額
と
割
合
は
、
16
年

度
が
、
５
７
２
万
２
５
０
円
で
、
０
・
87
％
、

17
年
度
が
、
３
８
７
万
５
５
３
０
円
で
、

０
・
58
％
、
18
年
度
が
、
３
１
１
万
１
２
５

０
円
で
、
０
・
43
％
で
あ
る
。

　

滞
納
理
由
の
傾
向
は
、
離
婚
、
病
気
、

借
金
の
返
済
、
失
業
等
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
悪
質
と
言
え
る
か
は
分
か
ら

な
い
が
、
困
難
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、
市
と

相
談
を
し
て
分
納
の
約
束
を
す
る
が
、
そ

れ
を
守
ら
な
い
事
例
や
、
訪
問
し
て
も
居

留
守
を
使
う
事
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

％
で
あ
っ
た
。

　

工
夫
し
て
い
る
点
と
し
て
は
、

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
様
々
な

企
画
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
19

年
度
に
は
、
敬
老
の
日
に
高
齢
者

の
無
料
招
待
等
を
実
施
し
た
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
会
議
員
団　

 

小
泉
構
造
改
革
の
総
仕
上
げ
の
年

と
言
わ
れ
た
平
成
18
年
は
、
秋
に
は

安
倍
内
閣
が
発
足
し
た
が
、
定
率
減

税
の
半
減
や
廃
止
、
高
齢
者
へ
の
課

税
強
化
、
医
療
制
度
改
悪
な
ど
の
路

線
は
引
き
継
が
れ
、
国
民
生
活
に
一

層
の
犠
牲
を
押
し
付
け
る
も
の
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
優

遇
税
制
が
温
存
さ
れ
て
い
る
大
企
業

の
経
常
利
益
は
バ
ブ
ル
期
以
上
の
数

値
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
格
差
と
貧
困
が
広

が
る
中
、
市
民
の
生
活
実
態
は
、
滞

納
や
不
納
欠
損
が
急
増
し
、
生
活
保

護
世
帯
が
増
大
す
る
な
ど
、
依
然
と

し
て
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
と
き
ほ
ど
、
増
税
、
負
担
増
政

治
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

自
治
体
の
本
来
の
仕
事
で
あ
る
福
祉

市税の不納欠損額

　 増 加 の 理 由 は

府
中
市
美
術
館

市
民
の
利
用
状
況
は

はつらつ高齢者就業機会創出支援事業

 そ の 実 績 は

委
員　

東
京
電
子
自
治
体
共
同
運

営
費
の
決
算
額
が
約
８
９
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
電
子
自
治
体

構
想
に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果

の
面
で
疑
問
が
残
る
。

　

そ
こ
で
、
現
時
点
の
費
用
対
効

果
を
、市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長　

こ
の
事
業

は
、
都
内
の
56
の
自
治
体
等
が
共

同
し
て
、
電
子
調
達
や
電
子
申
請

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
も

の
で
あ
り
、
単
独
で
開
発
す
る
よ

り
も
人
的
・
経
費
的
に
大
幅
削
減

が
図
れ
る
た
め
、
導
入
を
進
め
た

も
の
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
他
の
事
業
に
も
拡
大

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
が
、

各
自
治
体
が
既
に
様
々
な
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
調
整
等
が
あ

る
た
め
、
あ
ま
り
拡
大
し
て
い
か

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

電
子
自
治
体
の
共
同
運
営

費
用
対
効
果
を
ど
う
考
え
る
か

委
員　

平
成
18
年

度
、
新
た
に
実
施

し
た
保
健
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

　

ま
た
、
乳
が
ん

検
診
に
対
し
て
は
、

受
診
者
枠
の
拡
充

を
求
め
る
声
が
多

く
あ
る
が
、
市
の

考
え
は
。

健
康
推
進
課
長
補
佐　

18
年
度
新

規
事
業
は
、
健
康
教
育
事
業
と
し

て
、
榊
原
記
念
病
院
と
の
公
開
講

座
の
実
施
や
健
診
事
業
評
価
・
検

討
協
議
会
を
設
置
し
、
健
診
事
業

の
結
果
が
、
生
活
習
慣
病
予
防
等

へ
効
果
的
に
結
び
つ
く
方
法
な
ど

の
検
討
を
行
っ
た
。

健
康
推
進
課
長　

乳
が
ん
検
診
は
、

実
施
機
関
が
少
な
い
中
、
最
大
限

の
枠
を
確
保
し
て
実
施
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
が
、
受
診
で
き
な
い

方
も
多
い
の
で
、
実
施
機
関
等
の

拡
大
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

保健センター

　 新 た な 事 業 の 取 組 は

ゆ
た
か
な　

住
み
よ
い
ま
ち
﹂
の
実

現
を
目
標
に
、
第
５
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
策
定
や
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
の
稼
動
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

の
開
設
、
水
辺
の
楽
校
の
実
施
、
ま

た
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
新
駅
設

置
は
、
駅
名
が
西
府
駅
と
決
ま
り
、

21
年
３
月
の
開
業
が
待
た
れ
る
な
ど

多
く
の
施
策
を
実
施
し
、
市
民
要
望

に
着
実
に
応
え
、
市
民
と
一
体
と
な

り
、
市
政
運
営
に
ま
い
進
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
基
本
に
健

全
な
財
政
を
維
持
す
る
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
。

　

市
民
が
主
役
の
市
政
を
推
進
し
、

美
し
い
風
格
の
あ
る
府
中
市
の
実
現

の
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て

そ
の
成
果
が
出
た
こ
と
を
評
価
し
、

本
年
度
決
算
に
賛
成
す
る
。　

の
増
進
に
対
す
る
姿
勢
が
問
わ
れ
て

い
る
と
思
う
。

　

し
か
し
、
本
年
度
決
算
に
お
い
て
、

収
入
減
や
増
税
に
苦
し
む
市
民
に
対

し
、
生
活
応
援
手
当
制
度
や
低
所
得

者
対
策
、
国
民
健
康
保
険
税
及
び
介

護
保
険
料
の
減
免
制
度
の
拡
大
等
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
市
民
球

場
な
ど
３
つ
の
体
育
施
設
で
は
、
使

用
料
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
る
等
、
市

民
本
位
の
市
政
運
営
と
は
な
っ
て
い

な
い
。

　

市
場
万
能
主
義
が
も
て
は
や
さ
れ
、

格
差
が
拡
大
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

な
ど
を
生
み
出
し
て
き
た
政
治
に
、

国
民
の
批
判
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
自
治
体
本
来
の
役
割
に
市
政

が
立
ち
返
る
こ
と
を
強
く
求
め
、
本

年
度
決
算
に
反
対
す
る
。

︵
２
・
３
ペ
ー
ジ
︶

平
成
18
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  ▲夏休みワークショップから（府中市美術館）


